
広 報

◎

暖冬異変が幸いして新十三橋の工事は順調に進んでいます。

向うに見えるのが現在の木橋です。

日
回

国

架
け
替
え
工
事
急
ピ

ッ
チ

十
二
湖
に
架
か
る
永
久
橋
の
架
け
替

え
工
事
は
、
い
ま
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
今
年
は
二
億

一
千
九
百
万
円

を
投
入
、
左
右
岸
に
橋
台
が
■
基
、
橋

脚

一
基

の
ほ
か
、
取
り
付
け
道
路
を
海

岸
寄
り
に
貫
通
す
る
自
動
車
交
通
用
暗

き

ょ
が
完
成
を
み
て
お
り
、
各
工
事
と

も
塩
害
を
避
け
る
た
め
、
鋼
材
は

い
っ

さ

い
使
わ
な

い
と

い
う
新
し

い
工
法
を

用

い
て

い
ま
す
。

完
成
は
昭
和
五
十
四
年
八
月
ご
ろ
の

予
定
で
す
が
、
延
長
二
百
三
十
四
Ｍ
、

全
幅
十

一
・
五
ｙ
、
車
道
一
．車
線
、
幅

六

・
五
肩
、
歩
道
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
二

・
五
肩
幅
で
総
工
費
は
十

一
億
四
千
六

百
万
円
で
す
。

口万
月
●
ん
１
■
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ｌ

λ
》

―

曲

っ
た
狭
い
道
路
に
サ
ョ
ナ
ラ

□
脇
元
バ
イ
パ
ス
来
春
に
は
開
通

一　
　
今
年
の
六
月
か
ら
着
工
し
て
い
る
脇
元
地
区
の
国
道
三
　
一

一　
二
九
号
線
の
パ
イ
パ
ス
建
設
工
事
は
、
来
春
の
開
通
を
め
　
一

一‐用れ一珠資‐ッ”…‐こ糧一渤れ「‐てい彙青Ｐ‐‐…………一

脇
元
地
区
は
直
角
カ
ー
プ
が
四
　
　
用
地
買
収
に
足
か
け
五
年
も
か
か

力
所
も
あ
る
う
え
、
道
幅
も
狭
く
、
　
り
、
今
年
の
六
月
に
や
っ
と
着
工

早
く
か
ら
パ
イ
パ
ス
建
設
が
要
望
　
　
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
四
十
七
年
　
　
　
工
事
は
最
初
の
直
角
カ
ー
プ

⌒

度
か
ら
よ
う
や
く
用
地
買
収
が
始
　
　
中
畑
呉
服
店
前
）
か
ら
ま
っ
す
ぐ

ま
り
は
し
た
。
し
か
し
、
国

。
県
　
　
に
道
路
を
新
設
、
第
二
の
直
角
カ

の
財
政
が
思
わ
し
く
な
い
た
め
、
　
　
―
プ

（
マ
ヤ
カ
ギ
）
を
山
手
に
、

著
工
が
の
び
の
び
に
な
り
結
局
、
　
　
う
回
し
て
村
は
ず
れ
の
神
社
前
に

抜
け
る
延
長
七
百
六
十
メ
ー
ト
ル
、

両
わ
き
に
除
雪
余
ゆ
う
幅
な
ど
を

取
り
、
合
せ
て
十
メ
ー
ト
ル
と
な

り
、
大
型
車
の
す
れ
違

い
も
十
分

で
す
。

工
事
は
こ
れ
ま
で
の
遅
れ
を
ば

ん
回
し
ょ
う
と
急
ピ

ッ
チ
で
進
ん

で
お
り
、
バ
イ
パ
ス
中
間
の
脇
元

川
以
北
を
残
す
だ
け
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
二
月
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
、

四
月
に
は
供
用
さ
せ
る
こ
と
に
し

舗
装
工
事
は
そ
の
後
に
な
り
ま
す言El,li3」れ7F:  tlili言 會

い
ま
の
と
こ
ろ
降
雪
量
は
少
な

く
、
し
の
ぎ
や
す
い
冬
を
過
せ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
い
つ
、

大
雪
に
な
る
か
予
想
が
つ
き
ま
せ

そ
こ
で
、
村
で
も
除
雪
対
策
を

立
て
て
い
ま
す
が
、
除
雪
は
な
ん

と
い
っ
て
も
村
民
の
協
力
に
よ
っ

て
除
雪
機
械
を
フ
ル
に
発
揮
し
た

作
業
が
で
き
ま
す
。

か
ぎ
ら
れ
た
除
雪
機
械
を
効
率

的
に
動
か
す
た
め
、
み
な
さ
ん
に

つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

除

雪

車

に

近

寄

ら

な

い

□
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の
少

い
早
朝
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
路
上

駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
し
て

□
除
雪
車
は
重
機
械
の
た
め
前

方
で
も
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
入
る

と
死
角
に
な
り
ま
す
。
作
業
中
は

三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

「
右

側

走

行

」

除

雪

も

□
除
雪
車
は
右
側
走
行
し
な
が

ら
除
雪
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
黄
色
回
転
灯
火
し
た
除
雪
車

を
見
た
ら
車
は
除
行
し
て
く
だ
さ

除
雪
作
業
で
、
物
が
こ
わ
れ
た

り
、
ケ
ガ
人
が
で
た
と
き
は
直
ち

に
役
場
建
設
課

へ
連
絡
願
い
ま
す
。

と
く
に
物
が
こ
わ
れ
た
場
合
、
早

急
に
報
告
さ
れ
な
い
と
原
因
究
明

が
困
難
に
な
り
保
障
の
対
象
外
に

故
障
車
に
は
目
印
を

□
雪
の
中
に
車
を
乗
り
捨
て
ま

す
と
地
吹
雪
、
降
雪
な
ど
で
埋
も

り
、
除
雪
車
が
発
見
で
き
ず
衝
突

す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
目
印
に

は
、
赤
旗
を
で
き
る
だ
け
高
く
立

□
私
有
物
件
が
路
上
に
は
み
出

し
て
い
る
と
除
雪
車
が
こ
れ
を
巻

き
込
み
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り

ま
た
路
Ｌ
で
の
ス
キ
ー
、
ス
ヶ

ｌ
卜
遊
び
は
危
険
で
す
か
ら
や
ら

せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

□
除
雪
後
の
道
路
に
は
■
を
か

き
あ
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
て

除雪作業にご協力ください

路
上
駐
車
は
や
め
る
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環境美化作文コンクール入選作品 ・ 1・
青
少
協
が
村
内
の
中
学
生
対
象
に
募
集

村
の
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、
中
学
校
生

徒
を
対
象
に

「環
境
美
化
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
作

品
」
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
の
と
お
り

入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

各
学
年
の
入
選
第

一
位
の
作
品
は
今
月
号
か
ら

連
載

し
ま
す
。

□

一
年
生

の
部
　
・①
高
松
康
徳
②
中
畑
圭

子

③

沢
田
浩
樹
　
□
二
年
生

の
部
　
①

加
納
美
香

子
②
大
間
裕
文
③

三
和
元
子
　
□
三
年
生

の
部

①
高

松
康
平
②
萬
谷
美
奈
子
③

山
田
恵
美
子

泣
き
っ
面
に
ハ
チ
、
と
で
も

い
う
よ
う
に
、
十
二
湖
の
湖
畔

に
は
岩
木
川
か
ら
流
れ
て
く
る

ゴ
ミ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど
に

み
ま
わ
れ
る
と
、
翌
日
の
十
三

湖
は
、
手
の
つ
け
よ
う
が
な
い

よ
う
な
、
ゴ
ミ
と
ド
ロ
水
の
湖

と
な
り
ま
す
。

ド
ロ
水
の
水
面
に
浮
ぷ
、
大

木
、
ホ
く
ず
、
合
成
樹
脂
な
ど

の
ゴ
ミ
は
、
か
ら
っ
と
晴
れ
た

夏
の
湖
か
ら
は
、
と
て
も
想
像

も

つ
か
な
い
ほ
ど
で
す
。

岩
木
川
か
ら
流
れ
て
く
る
ゴ

ミ
に
つ
い
て
は
、
自
然
の
力
も

加
わ
る
の
で
、
仕
方
が
な
い
に

し
て
も
、
観
光
客
が
捨
て
て
行

く
ゴ
ミ
に
は
、
あ
き
れ
る
ば
か

り
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、
道
徳
心

が
足
り
な
い
こ
と
を
残
念
に
思

い
ま
す
。

十
三
湖
を
お
と
ず
れ
る

一
人

一
人
が
、
注
意
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
お
た
が
い
に
自
然
の
美

し
さ
を
十
三
分
に
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
美
し
い
姿
は
、

こ
の
地
か
ら
遠
く
離
れ
て
、
ま

た
、
も
ど
っ
て
く
る
人
た
ち
の

思
い
出
の

一
ペ
ー
ジ
と
な
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

道
徳
心
の
な
い
観
光
客

嘉

宝

年

高

松

康

徳

ひ
と
昔
前
ま
で
は
捨
て
る
ほ

ど
あ

っ
た
し
じ
み
員
も
、
今
で

は
、　
一
部
養
殖
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
減

っ
て
し
ま
い
ま

こ
の
よ
う
な
現
象
を
十
年
前

に
考
え
た
人
が

い
た
で
し
ょ
う

か
？
　
お
そ
ら
く
、　
一
人
も

い

な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

そ
う
と
も
知
ら
ず
、
観
光
客

は
年
ご
と
に
増
え
る

一
方
で
す
。

し
か
も
そ
の
大
半
が
し
じ
み
員

め
あ
て
で
す
。

今
は
じ
じ
み
貝
取
り
も
有
料

と
な
り
、
観
光
客
は

一
カ
所
に

集
中
し
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
、
紙
く
ず
、
ア
キ
カ
ン
、

食
ベ
ガ
ラ
等
の
ゴ
ミ
が
目
立

っ

て
多
く
な
り
、
ま
る
で
、
は
き

だ
め
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

僕
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
見
る

す
。自

分
た
ち
が
片
付
け
る
わ
け

で
も
な
い
の
に
、
ゴ
ミ
は
投
げ

ほ
う
だ
い
で
す
。
そ
れ
も
わ
ざ

わ
ざ
ゴ
ミ
箱
の
横
に
捨
て
て
行

く
の
で
す
。
　
コ
一度
と
こ
こ
へ

来
る
な
っ
―
」
と
ど
な
り
た
い

ほ
ど
で
す
。

小
倉
さ
ん
↑
一示
）み
ご
と

一
級
に

第
四
十
七
回
商
工
会
珠
算
検

　
小
）
成
田
和
雄

（相
内
小
）
木

定
試
験
は
十
一
月
十
九
日
に
行
　
村
知
和
子

（十
三
小
）

わ
れ
ま
し
た
が
、
十
三
小
六
年
　
　
▽
六
級
　
丁
子
谷
香
、
三
上

の
小
倉
品
子
さ
ん
は
み
ご
と
、　
　
雅
光

（相
内
小
）
木
村
昭
産
、

一
般
に
合
格
し
ま
し
た
。　
　
　
　
奈
良
久
美
子

⌒太
田
小
）
佐
藤

小
倉
さ
ん
の
一
般
合
格
は
、　
　
勝
幸
、
有
馬
春
樹
、
小
倉
正
三

丸
山
東
保
子
さ
ん

（当
時
太
田
　

相
坂
孝
広
、
宮
崎
清

一
、
長
尾

小
六
年
）
に
次
い
で
二
人
日
で
　

信

一
、
古
川
郁
子

⌒十
二
小
）

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
七
級
　
一二
上
美
登
里
、
古

▽
一
般
　
小
倉
品
子

⌒十
三
　

田
恵
、
大
谷
知
三
、
山
田
節
子

小
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（相
内
小
）
古
川
照
雄
、
奈
良

▽
二
級
　
山
田
美
智
子

（相

　
和
産

⌒太
田
小
）
湯
浅
俊
子
、

内
小
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
川
恵
美
子
、
相
川
美
栄
子
、

▽
三
級
　
竹
谷
博
美
、
櫛
引

　

秋
元
優
香
子
、
工
藤
昭
子
、
加

真
由
美

⌒脇
元
小
）
松
江
希
子
　
納
隆
、
石
沢
慎

一
、
花
島
淳

（十

（十
三
小
）
　
　
　
　
　
　
　
一二
小
）

▽
四
級
　
坂
本
智
嘉
子

（脇
　
　
　
▽
八
級
　
一二
和
直
利
、
藤
田

元
小
）
鳴
海
敦
浩

⌒相
内
小
）
　

奈
津
子
、
秋
田
谷
ふ
み
子
、
三

木
村
英
子

⌒太
田
小
）
福
島
浩

　

和
恥
、
渋
谷
里
架
子
、
秋
田
谷

樹
、
梶
浦
千
可
子
、
高
橋
ゆ
か
　

昇

（相
内
小
）
秋
田
谷
一
英
、

り

⌒十
三
小
）　
　
　
　
　
　
　
八
ホ
沢
淳
、
若
山
玲
子

⌒十
三

▽
五
級
　
成
田
卓
哉

⌒脇
元

　

小
）
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五
十
四
人
が
め
で
た
く
成
人
に
　
　
　
　
一
¨
一ど̈
》
】

式
典
は

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
　
　
脇
一Ｔ
磯
松

成
人
式
は

一
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
、
相
内
の
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

該
当
者
は
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年

四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
か
た
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
近
く
、
個
人

　

素
に
し
て
み
ん
な
が
楽
し
く
参
加

ご
と
に
案
内
を
出
す
こ
と
に
し
て

　

で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ま
す
が
、
全
員
参
加
す
る
よ
う

　

　

成
人
式

へ
出
る
た
め
多
額
の
出

の
ぞ
ん
で
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
費
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

な
お
、
服
装
は
で
き
る
だ
け
簡

　

で
す
ｏ

⌒
カ

ッ
コ
内
世
帯
主
）

相
内

・
桂
川

・
太
田
（男
１３

・
女
１４
）

〓
一　
浦
　
春
　
夫

（貞
　
夫
）

三

浦

淳

子

（助

夫
）

米

谷

清

人

（慶

市
）

猿
　
賀
　
照
　
子

⌒由
太
郎
）

上
　
野
　
　
　
潔

⌒伊
仁
治
）

安
　
保
　
し
げ
子

（順
　
一こ

小

林

栄

子

（貞

善
）

三

和

有

敏

（イ

サ
）

佐
々
木
　
い
づ
み

（男
　
治
）

成
　
田
　
は
る
み

（勝
　
雄
）

川
　
口
　
達
　
哉

⌒定
　
雄
）

村

山

好

民

（正

臣
）

下

山

愛

子

（福

好
）

三

和

篤

子

（正

則
）

成

田

英

憂

秀

雄
）

秋
田
谷
　
昭
　
枝

（文
　
雄
）

山

田

達

壬

光

雄
）

秋
田
谷
　
修
　
一二
（正
　
義
）

秋
田
谷
　
克
　
春

（き
　
ぬ
）

奈

良

豊

美

⌒正

勝
）

奈

良

孝

子

（利

彦
）

奈

良

順

子

ラ

ヤ
）

山

本

牧

子

（市

蔵
）

九

山

人

星

（幸

春
）

（男
７

・
女
９
）

工
　
藤
　
智
代
美

⌒勝
　
正
）

成
　
田
　
千
鶴
子

（勇
　
蔵
）

高

西

幹

子

（繁

蔵
）

俵

谷

京

子

⌒兼

作
）

〓
一　
上
　
初
　
男

（栄
二
郎
）

工

藤

陽

子

（貞

三
）

櫛

引

松

三

書

蔵
）

中

山
　
明

弘

⌒正

美
）

澤
　
田
　
教
　
子

⌒
三
太
郎
）

高

西

浩

二

市
三
郎
）

山

田

正

志

（

稔

）

中

山

研

二

安

一
郎
）

大
　
川
　
ひ
と
み

（
み
　
ゑ
）

田

中

美

子

（繁

雄
）

奈
　
良
　
玲
　
子

（嘉
市
郎
）

和
　
島
　
由
美
子

（由
　
蔵
）

十
　
一二
　

　

（男
６

・
女
こ

木

村

光

子

貫

ワ
）

本
　
荘
　
ゆ
か
り

（珍
　
雄
）

山
　
田
　
志
賀
子

（宇
之
八
）

亀
　
田
　
秀
　
幸

⌒嘉
四
蔵
）

小
山
内
　
典
　
子

⌒春
　
重
）

中
　
島
　
一二
津
雄

⌒豊
　
治
）

奈

良

貞

行

（キ

ナ
）

上

野

清

人

（
サ
ζ

）

中

井

光

子

Ｔ

ｉ

）

濱

田

睦

夫

（武

二
）

濱

田

　

誠

（男

茶
）

十
二
月

一
日
付
け
で
新
し
い
民

生
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
昭
和
三
十
二
年
十
二
月

一
日
か
ら
昭
和
五
十
五
年
十

一
月

二
十
日
ま
で
二
年
間
で
す
。

新
民
生
児
童
委
員
へ
の
辞
令
交

付
式
は
十
二
月
二
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
が
ヽ
組
織
会
で
は
総
務
に
本

荘
珍
雄
さ
ん
、
副
総
務
に
奈
良
義

美
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

新
し
い
民
生
児
童
委
員
と
担
当

地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
相
内
地
区
　
一二
和
サ
チ
　
佐

々
木
き
せ
　
一二
浦
み
江

□
桂
川
地
区
　
木
村
定
雄

□
太
田
地
区
　
奈
良
義
美

□
脇
元
地
区
　
成
田
つ
る
　
小

寺
翠
　
葛
西
や
ゑ

□
磯
松
地
区
　
和
嶋
儀
市

ロ
ギ
三
地
区
　
本
荘
珍
雄
　
湯

浅
信

一　
村
上
さ
い
子
　
浜
田
ス

服装は簡素に-0か け声をよそに年ごとに派手になる
ばかりです。(52年の成人式から)

副総務・奈良さん   総務・本荘 さん

□
類

焼

お
見
舞

お
礼

□

去
る
十

一
月
二
十

一
日
夜
の
　
　
〈
〓
議
室
の
再
建
計
画
に
つ
き

類
焼
の
際
は
、
早
速
お
駆
け
つ
　

ま
し
て
は
目
下
、
検
討
中
で
あ

け
、
お
見
舞

い
や
ご
厚
志
あ
ふ
　

り
ま
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、

れ
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
　

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
を
使
用
し

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　

急
場
を
し
の
い
で
お
り
ま
す
。

幸
い
会
議
室
の

一
部
を
焼
失
　
　
本
来
で
す
と
、
直
接
参
上
し

し
た
の
み
で
、
か
ろ
う
じ
て
本

　
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で

庁
舎

へ
の
延
焼
を
ま
ぬ
が
れ
、　
　
す
が
、
紙
面
を
も

っ
て
お
礼
か

業
務
に
大
き
な
支
障
が
な
か

っ
　

た
が
た
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
だ
と
　
　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
五
日

存
じ
て
お
り
ま
す
。

市
浦
村
長

白
川

治
二
郎

新

民
生
児
童

委
員
決
ま

る



小
山
さ
ん
は
昭
和
四
十
三
年

六
月
、
村
内
三
カ
所
に

「緑
の

お
ば
さ
ん
」
が
配
置
さ
れ
る
と

同
時
に
就
任
し
ま
し
た
。

「初
め
の
こ
ろ
は
、
ず

い
分

と
珍
ら
し
が
ら
れ
、
自
分
で
も

し
た
」
と
、
就
任
当
時
を
回
想

す
る
小
山
さ
ん
で
す
が
、

「緑

の
お
ば
さ
ん
」
と
い
っ
て
も
正

式
に
は

「婦
人
交
通
整
理
員
」

と
い
う
い
か
め
し
い
名
称
で
、

「
通
学
す
る
児
童
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
」
こ
と
が
任
務
。

初
め
は
緊
張
の
連
続

「私
が
就
任
し
た
こ
ろ
、
村

の
段
階
で
は
南
郡
常
盤
村
に
し

か
配
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
だ

け
に
、
多
く
の
人
達
か
ら
注
目

さ
れ
、
緊
張
の
連
続
で
し
た
」

し
か
し
、
今
で
は
こ
の
道
十

年
の
ベ
テ
ラ

ン
と
し
て
、
登
下

校
の
子
ど
も
達
を
テ
キ
パ
キ
と

安
全
誘
導
し
て
い
ま
す
。

こ
の
十
年
間
、
小
山
さ
ん
の

責
任
範
囲
で
は
全
く
事
故
は
あ

り
ま
せ
ん
が

「
こ
れ
は
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
で
す
。　
一
日
／
ヽ

の
積
み
重
ね
が
こ
の
結
果
に
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
、
ひ
か

え
目
で
す
。

雨
の
日
も
風
の
日
も
休
む
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
き
び
し

い
冬
の
動
務
は
骨
身
に
し
み
る

ほ
ど
の
寒
さ
だ
と
い
う
。
し
か

し

「毎
朝
子
ど
も
達
か
ら

「
お

ば
さ
ん
、
お
は
よ
う
―
」
と
、

声
を
か
け
ら
れ
る
と
寒
さ
も
ふ

っ
飛
ん
で
し
ま
う
か
ら
ふ
し
ぎ

で
す
。
と
な
ん
の
く

っ
た
く
も

な
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

安
全

思
想

の
普

及
も

就
任
し
た
こ
ろ
、
小
学
校

一

年
生
だ

っ
た
子
ど
も
達
は
、
い

ま
高
校

一
年
。
小
山
さ
ん
自
身

も
四
十
代
の
年
令
に
な
り
、
歳

月
の
流
れ
の
早
さ
に
驚
く
小
山

さ
ん
で
す
が
、
そ
れ
に
も
ま
し

て

「十
年
前
に
比
べ
交
通
事
故

の
多

い
の
に
は
驚
き
ま
す
。
事

故
を
な
く
す
る
決
め
手
は
、
な

ん
と
し
て
も

一
人

一
人
の
自
党

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
十
六
日

か
ら
年
末
の
交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
故
を

な
く
し
て
明
る
い
お
正
月
を
迎

ベ
テ
ラ
ン
ら
し
く
、
交
通
安

全
思
想
の
Ｐ
Ｒ
も
忘
れ
る
こ
と

が
な
く
、
な
か
／
ヽ

ソ
ツ
が
あ

地
域
で
は
婦
人
会
役
員
、
衛

生
協
力
員
、
出
か
せ
ぎ
相

‐
…炎
員

な
ど
、
多
く
の
役
職
を
持
ち
多

忙
な
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
‘

⑤ 広報しうら

ベテラン婦人交通整理員として活■する

小山あぐりさん (十三・46歳 )

今日も子ども達を安全誘導する小山さん

学
童
を
交
通
事
故
か
ら
守

っ
て
十
年

1  
絶対にやめよう、酒飲み運転  |

12月 16日 ～25日 年末の交通安全運動にご協力を

交
通
事
故
は
い
ま
や
大
き
な
社
会
問
題
、
と
＜
１１

あ
わ
た
だ
し
い
年
末
に
は
急
増
す
る
の
が
特
徴
で
す

ト
ロ
ボ
ウ
や
傷
害
な
ど
の

．
般
犯
罪
に
く
ら

へ
て

交
通
事
故
に
対
す
る
罪
の
意
識
が
薄

い
の
も
多
発
の

一
因
と
い
え
そ
う
で
す
。

間
、

「年
末
の
交
通
安
全
運
動
」
が
く
り
広
げ
ら
れ

こ
の
運
動
は
と
く
に
飲
酒
運
転
の
追
放
を
か
か
け

年
の
暮
れ
の
交
通
事
故
を
な
く
す
る
よ
う
呼
び
か
け

酒
を
飲
ん
で
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
る
と
い
う
こ

と
は
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
酒

を
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
せ
な
い
、
運
転
す
る
と

き
に
は
飲
ま
せ
な
い
、
の
．１
つ
を
そ
れ
み
ヽ
の
立
場

・

ま

わ

り

の

人

は

一

□
車
を
運
転
し
て
き
た
お
客
に
酒
を
す
す
め
な
い
．

□
酒
を
飲
ん
で
い
る
者
に
は
絶
対
に
車
を
運
転
さ

□
宴
会
な
ど
で
車
を
運
転
し
て
帰
る
者
に
は
酒
を

□
会
議
や
集
会
の
あ
と
の
懇
親
会
等
で
酒
を
出
す

Ｆ
定
の
あ
る
と
き
、
通
知
書
に
そ
の
旨
を
――
記
す
る



広報しうら ⑥

東つ

日が

流る

弁だ

②

鮮
新

世
時

代

の
地

相

百
万
年
前
と
い
う
年
代
に
日

を
ま
る
く
す
る
人
々
を
し
り
め

に
、
私
は
津
軽
の
土
地
造
成
に

つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
に
し
ま

の史跡をたずねて

第二紀の時代に出来たといわれる中山山脈の

跳望 (手前が十二部落)

Ｉ
Ｒ
》

―

津
軽
半
島
の
大
部
分
は
、
地

質
を
研
究
す
る
学
問
か
ら
い
い

ま
す
と
、
新
生
代
の
第
二
紀
の

鮮
新
世
と
い
う
時
代
に
出
来
た

か
椰
な
ん
で
す
。
こ
れ
が
百
万

年
ぐ
ら
い
前
の
世
代
の
名
前
な

の
で
す
。

こ
の
第
二
紀
の
時
代
は
、
さ

か
ん
に
火
山
が
活
動
し
た
時
代

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ

て
、
地
殻
に
大
変
動
が
起
こ
り

中
山
山
脈

の
出
現

豊

島

勝

蔵

で
す
か
ら
、
日
本
海
に
大
き
な

口
を
パ
ッ
ク
リ
と
開
い
て
い
た

一
大
湾
口
で
あ
っ
た
ゎ
け
で
す
。

大
字
相
内
、
脇
元
の
現
在
の
村

落
の
あ
る
所
も
、
こ
の
大
海
の

底
で
あ
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
こ
こ
の
洗
磯
崎
だ
け
は
、

も
う
達
成
さ
れ
て
い
て
一
巖
根

か
ら
大
し
な
音
を
ベ
ロ
Ｊ
と
出

し
て
、
大
海
の
水
を
飲
み
ほ
し

た
り
、
巖
腹
か
ら
巖
頭
に
噴
き

上
げ
た
り
し
て
い
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
あ
た
か
も
市
浦
村
の
栄

枯
盛
衰
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う

に
…
。
後
人
こ
の
御
崎
を
名
づ

け
て
黒
石
崎
。
北
、
西
、
中
、

南
郡
の
大
部
分
は
、
こ
の
大
海

の
底
に
数
十
万
年
、
南
岸
の
舞

戸

⌒鰺
ケ
沢
町
）
大
戸
平
地
帯

の
一
里
崎
ま
で
、
大
き
な
口
を

開
い
て
次
の
世
代
ま
で
生
き
続

け
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
話
を
続
け
て
一
服

し
て
い
る
間
に
も
、
寄
せ
て
は

返
す
波
の
音
が
、
千
古
の
謎
を

秘
め
て
い
る
よ
う
に
、
ぎ
わ
め

い
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
煙
草

を
巖
頭
の
土
に
押
し
つ
ぶ
し
て
、

六
十
万
年
前
か
ら
二
万
年
前
に

わ
た
る
、
次
の
世
代
の
第
四
紀

の
洪
積
世
の
時
代
に
話
を
移
す

た
め
に
腰
を
上
げ
ま
し
た
。

（寛
政
年
間

一
七
八
九
―
一
八
〇
一
）

□
物
称
言
及
び
通
弁

オ
キ
デ
ン
チ

（逮
い
田
口
）

サ
グ
マ
イ

（年
責
）
　

ス
コ

タ
マ

（激
し
い
）

シ
ポ
ド

（炉
）
　
オ
ヤ
ジ

（熊
）
　
ヨ

サ
レ

（め
す
牛
）

ガ
ロ

（谷
）

タ
デ
ヤ
マ

（城
）

ポ
キ
リ

（立
木
盗
伐
）

ヒ
ン
チ

⌒不

浄
処
）

ポ
ノ
ゴ

（後
首
）

オ
ヤ
ツ
ナ

（お
へ
そ
）

チ

ョ
チ
ョ
ジ

（多
弁
）
　
ヤ
ギ
ス

（近
い
田
□
）

ゴ
ガ
ツ

（田

植
）

ゴ
ザ
ラ
シ

（恥
を
か
く
）

ソ
ゾ
ビ

（供
養
日
）
　
シ
パ

ケ
ル

（寒
い
）
　

コ
マ

（馬
お

す
）

カ
ポ
シ

（小
木
）

カ

チ

（奥
山
）

カ
グ
リ

⌒城
柵
）

ド
ッ
テ
ン

（驚
き
）

カ
グ
チ

（や
し
き
う
ら
）

ノ
ン
ノ
ゴ

（
の
ど
）
　
ア
グ
ド

⌒か
か
ど
）

ガ
ン
ジ
ョ
マ

（老
い
た
馬
）

ダ
ミ

⌒碑
儀
）
　

ア
ジ
マ
シ

（快
楽
）
　

ス
キ
カ
ケ

（田
打
）

ダ
ン
マ

（馬
め
す
）

ド
ン
ズ

（尻
）
　

ヌ
イ
キ

⌒大
木
）

村
史
資
料
編
上
春
よ
り

ま
す
。
あ
る
部
分
は
隆
起
し
た

り
、
あ
る
部
分
は
沈
降
し
た
り

し
て
、
山
脈
が
出
来
た
り
、
大

測
欲
と
な
っ
た
り
し
た
わ
け
で

す
。
こ
ん
な
変
動
を
な
が
い
間

く
り
返
し
て
出
来
た
の
が
、
中

山
山
脈
で
す
。
岩
石
の
方
か
ら

大
ぎ

っ
ば
に
い
い
ま
す
と
、
角

礫
凝
灰
岩
で
、
こ
れ
が
青
森
県

の
基．藤
を
な
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

洗
磯

崎

は
す

で
に
造
成

私
た
ち
の
市
浦
村
か
ら
考
え

て
み
ま
す
と
、
東
や
北
の
山
岳

地
帯
は
、
こ
の
世
代
に
骨
組
が

造
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
大
字
十
三
な

ど
は
、
ぜ
ん
ぜ
ん
土
地
造
成
が

な
さ
れ
て
い
な
く
、
お
そ
ら
く

数
十
米
以
上
の
深
さ
を
持

つ
、

青
々
と
無
気
味
を
色
合
の
海
水

を
清
わ
せ
、
洋
こ
と
し
た
大
海

の
底
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
大
海
は
、
日
本

列
島
が
大
陸
と
陸
続
き
の
時
代



⑦ 広報しうら

くらし

ネ
ズ
ミ
講
の
正
体
と
落
し
穴
　
　
』つ“紺げ一つまコｒ｛罐舗

□
う
ま
い
話
に
ご
用
心
〃
　
損
をす
ｅ
ふ
墟
っ〓
る

の
で
す
。

ネ
ズ
ミ
講

っ
て
ご
存
知
で
す
か
，

ひ
と
口
に
ネ
ズ
ミ
講
と
い
っ
て
も
、
ぃ

ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、
手
日
は
巧
妙
を

極
め
て
い
ま
す
。
し
か
も
自
分
か
ら
は

「

ネ
ズ
ミ
講
で
す
」
と
は
決
し
て
い
ゎ
な
い

の
で
つ
い
話
に
の
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
く
み
を
知
っ
て
お
く

ひ
ど
い
目
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、
ネ

ズ
ミ
講
の
し
く
み
を
知
っ
て
お
く
の
が
大

切
で
す
。
勧
誘
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
が

ネ
ズ
ミ
講
で
あ
る
か
ど
う
か
を
見
極
め
ま

ネ
ズ
ミ
講
の
特
徴
は

０
講
⌒
コ
ー
ス
な
ど
と
呼
ぶ
場
合
が
多

い
）

に
加
入
す
る
と
、　
一
定
金
額
を
講
の
本
部

や
先
輩
会
員
に
送
金
す
る
よ
う
指
示
さ
れ

ま
す
。

Ｏ
講
に
加
入
す
る
と
、
最
低
二
名
の
新
規

会
員
の
勧
誘
、
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

Ｏ
勧
誘
、
加
入
さ
せ
た
自
分
の
子
会
員
が

さ
ら
に
孫
会
員
を
勧
誘

。
加
入
さ
せ
、
こ

れ
が
あ
る
段
階
ま
で
進
み
、
自
分
の
子
孫

会
員
が

一
定
数
に
達
す
る
と
、
講
の
本
部

も
し
く
は
、
子
孫
会
員
か
ら
自
分
の
と
こ

ろ
に
送
金
さ
れ
て
き
ま
す
。

早
い
加
入
者
だ
け
が
得

こ
の
よ
う
に
、
ネ
ズ
ミ
算
的
に
会
員
が

増
え
る
わ
け
で
す
か
ら
、
理
論
上
、
ま
た

た
く
間
に
、
日
本
全
国
の
人
口
よ
り
も
会

必
ず
破
た
ん
す
る

二
人
を
勧
誘
、
加
入
．
さ
せ
る
だ
け
で
出

し
た
金
額
の
何
十
倍
以
上
も
の
金
が
送
金

さ
れ
て
く
る
な
ん
て
あ
ま
り
に
も
、
う
ぎ

い
話
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。
で
も
、
う

ま
い
話
ば
必
ず
破
た
ん
し
ま
す
し
、
非
生

産
的
で
贈
け
的
で
、
社
会
的
に
何
の
富
も

も
た
ら
し
ま
せ
ん
。

ネ
ズ
ミ
講
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
泣

く
前
に
良
く
考
え
る
―

「
こ
ろ
ば
ぬ
先
の

杖
」
が
大
切
で
す
。

口
火

の

ム
ダ
を

な

く

そ
う

納税証明書について

年
末
、
そ
し
て
年
度
末
と
期
間

の
区
切
り
の
時
期
が
近
づ
い
て
ぉ

り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
は
許
可
、

認
可
の
申
請
や
、
契
約
の
更
新
な

ど
で
関
係
先
に
書
類
を
提
出
す
る

こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
こ
れ
ら
に

「納
税
証
明
書
」
を
添
付
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

納
税
証
明
書
に
は
、
所
得
金
額

を
証
明
す
る
も
の
と
、
納
付
税
額

を
証
明
す
る
も
の
と
が
あ
り
、
ま

た
、
税
目
に
よ
っ
て
は
税
務
署
で

は
な
く
県
税
事
務
所
で
発
行
す
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
法
律
等
の
改
正

に
よ

っ
て
添
付
す
る
納
税
証
明
書

が
変
更
に
な

っ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
確
か
め
て
く
だ
さ
ぃ
。

な
お
、
年
度
末
に
な
り
ま
す
と

税
務
署
で
は
、
申
告
受
付
や
決
算

の
時
期
に
な
る
た
め
混
雑
し
て
ま

す
の
で
、
そ
の
時
期
を
さ
け
て
請

求
す
る
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

納
税
証
明
書
の
交
付
申
請
に
あ
た

使
用
目
的

（何
の
た
め
に
、
ど

こ
に
提
出
す
る
の
か
）

税
目

。
年
度

⌒何
税
の
い
つ
の

年
の
分
か
）

所
得
額
の
証
明
か
、
納
付
額
の

証
明
か
。

申
請
先

（税
務
署
か
、
県
税
事

務
所
か
）

を
も
う

一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

五
所
川
原
税
務
署

ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
の
小
さ
な
ロ

火
と
い
え
ど
も
、
使
わ
な
い
と
き

は
、
こ
ま
め
に
消
す
よ
う
に
し
て

一
日
に
一
時
間
半
つ
け
っ
ば
な

し
に
し
た
と
す
る
と
、
ぉ
ょ
そ
三

百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
損
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
で
一
・
八
リ
ッ
ト
ル
の

お
潟
を
沸
か
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
か
ら
、
ム
ダ
に
は
し
た
く
な

い
も
の
で
す
。

風
呂
バ
ー
ナ
ー
の
口
火
は
湯
沸

撃離同“醸嶽崚パｒ』耐削費‥こ

し
ま
す
。

ルじを基じく電
波

の
″
勁
脈
″

ア
ン
テ
ナ
線

ア
ン
テ
ナ
で
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ

た
電
波
は
、
ア
ン
テ
ナ
線
を
伝

わ
っ
て
受
像
機
に
入
り
ま
す
。

ア
ン
テ
ナ
線
が
切
れ
た
り
性
能

が
劣
化
ｔ
た
り
す
る
と
、
せ
っ

か
く
キ
ャ
ッ
チ
し
た
電
波
が
外

に
漏
れ
た
り
弱
ま
っ
て
し
ま
ぃ

受
像
機
に
届
き
ま
せ
ん
。

ア
ン
テ
ナ
線
に
は
リ
ボ
ン
型
と

丸
棒
型
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
寿
命
が
長
い
。
妨
書
に
つ

よ
い
。
周
辺
の
影
響
を
受
け
な

い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
丸
棒
型

の
も
の
が
多
く
使
わ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
直
径
五
ミ
リ
以
下
の

細
い
も
の
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
電
波

は
伝
わ
り
に
く
く
、
ま
た
直
射

日
光
に
弱
い
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
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稿′錫

□犬の管理は正しく

放し飼いはやめましょう

時 によっては人をかんだ り、庭園

つなぐとか、おりに収容すると

か口輪 をつけるようにする。

>犬小屋のふ きんの衛生に気 をつ

>飼い犬がいらなくなった ら捨 て

>門戸など見やすい場所にOと 表

>犬が人をかんだ場合飼い主は、
すぐ保健所に届け出て指示をう

□移動交通事故相談

毎週2回五蘭‖原公民館で

県交通事故相談所で :ざt毎月 2
回巡回移動相談所 を設け、交通事

故 にともなう損害賠償問題や更生

問題 について無料で相談 に応 じて

おります。予傭知識 などわからな

いために苦 しみ、泣 き寝入 りしな

いよ う、示談の前に気軽 に相談所

□相談担当者 交通事故相議員
4名 のほか願問弁護± 1名。

□相談方法 面接相談 (本所で

ます )

□相談 日 。時間 毎週第 2・ 第
4水曜 日、午前10時 から午後 3時

□相談場所  五所川原市中央公
民館。

□相談に必要 なことがら

①中故の年月日、場所、状態:
②当事者の住所、氏名、年令、
月収 または年収。   

｀

③自動車の持主、保険会社名、

なお、本所 (県庁)では休 日を
のぞき毎 日午前 9時から午後 4時
まで相談 に応 じています。

減反政策に対処する

相 内 佐 藤 進 吾

(農業・30歳 )

昭和53年度は、

今年度の 2倍強

的 な減反政策が

本村の稲作農

とは無関係 に政

府の人為的 な構造不況が、稲作農家の所

得減少 を10年 間 にわたり続けよ うとして

これに対応す るには、今までの経営 を

根本から考 えなおさなければいけないと

農業機械設備の過剰投資は、農業所得

業が楽 になり、反当の労働投下の減少が

進み、余剰労働 力の発生がみ られます。

この余剰労働 力と農機具 と本村の遊休

農地の合理的利用 を図 りながら、複合経

営 と共同化 を強 力に推進する以外に所得

の向上 を達成する道はないと思 うが¨̈。

子供の過保護に思うこと

脇 元 坂 本 由比子

今の子供違は

自殺と最悪の状

態にもなりかねない結果を招きます。

子を持つ親として他人事でなく、胸のし

多租多様でしようが 過`保護
ミ溺 (で き)

愛家庭に多いといわれます。

日常生活の中で具体的な形で人間教育が

・１
９

寸
―

（

）

　

桂

川

　

木

村

革

花

バ
ス
降
り
て
ひ
と
り
枯
野
の

道
と
な
り

ド

ン
プ
リ
の
底
秋
灯
の
真
下
に
あ
り

住
宅
の
予
定
地
そ
の
ま
ま
草
枯
４
じ

豊
作

の
案
山
子
も
車

に
積
み
に
け
り

落
葉
焚
く
煙
に
子
ら
の
走
り
来
る

（
出
□
）

　
　
桂
　
川
　
　
木
　
村
　
テ
イ
子

幸
福
が
待

っ
て
い
る
よ
な
わ
が
家
の
灯

子
ら
み
ん
な
育

っ
て
母
の
し
わ
が
ふ
え

出
穂
ぎ
の
列
車

に
子
ら
の
小
さ
な
手

か
け
声
の
よ
う
に
は

い
か
な

い
年
と
な
り

茶
華
道
を
習

っ
て
金
つ
価
値
知
ら
ず

風
　
夫

西
の
日
に
テ
ト
ラ
ボ
ッ
ト
の
長
き
影

海
触
じ
る
き
村
の
ひ
そ
け
く

海
近
き
松
の
林
の
蔦
紅
葉

入
日
照
り
き
て
色
は
な
や
げ
り

う
ず
く
ま
り
落
穂
を
拾
う
峡
の
田
に

夕
茜
雲
何
時
し
か
淡
し

鳥
賊
つ
り
船
ひ
じ
め
き
て
沖
に
集
う
ら
し

海
の
は
た
て
の
空
に
灯
の
映
ゆ

山
深
き
高
校
へ
き
て
学
□
祭
に

子
等
の
作
り
し
焼
鳥
を
食
う

香
々
と
雲
垂
れ
こ
め
し
海
原
に

波
の
穂
た
ち
て
霙
類
う
つ

北
限
る
権
現
崎
の
沖
辺
よ
り

と
よ
も
す
風
は
冬
告
ぐ
る
声

③
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□老人保健学級を開設□

一次回は 1月 17日 です―

「老人保健学級」は、11月 26日 開設 されま

これは、お年寄 りの健康保持 と増進 をはか

るため開設 されましたが、内容は老後 に必要

な一般教養や趣味 、娯楽 などもふ くまれてい

ます。 3月 までの日程は次のとおりです。

自川  歩 (磯松 )日 出男
下山 大匡 (相内 )義  人
奈良 一曇 (十三 )典  昭
相川 香織 (十三 )正 蔵
葛西利枝子 (脇元)哲 也
奈良 琴美 (太田 )目  春
奈良 望美 (太田)國  春
鳴海 藍子 (相内 )浩  二
本村 大輔 (十二 ).勝
奈良  仁 (十二)春  夫
中村亜希子 (脇元 )豊

(簡雷慧撃結忍
(奪彙和軍耀里
(霞雷
代
層撃耀[i)

(菫凛 友撃1軍宣|
(二磐 :撃 1軍宣|

おくやみ

丁子谷勘四郎 (相内)65歳

濱田 幸司  (十三)49歳

お知 らせ

□噴

“

回NHK歳末たすけあlヽ

暖かいご協力をお願いします

今年 も12月 1日 から25日 まで「

第27回NHK歳 木たすけあい」 が
NHK。 中央共同募金会 。NHK
厚生文化事業団の主催で行われま

す。 これまで寄せ られた義援金は

全国で 107億円にのぼっており、

一人暮 しの老人、寝た きり老人、

在宅重症心身障害の方や開拓生活

保護世帯、交通・海難遺児の方々

義援金の受付はNHK、 各通信部
をは じめ郵便局、農業協同組合、

取 り扱い標示のある金融機関の窓

こもったご協 力をお待 ちしており

□移動採血車がきます

献血にご協力ください

県血液セ ンタ_の移動採血率が
きます。献血 にご協 力ください。

13:00～ 13:50 太田セ ンター前

14:∞～ 15:00 市浦営林署前

15:10～ 15:50 相内児童館前

9:∞～ 9:50 十三公民館前
10:∞～11:00 脇元公民館前

11:00～ 12:∞ 磯松公民館前

□失業保険の認定

冬期間の日程が決りました

冬期間の失業保健認定 日は次の

とおりです。認定 日には、印かん

□ものを大切にする運動

標語・生活体験文等募集

いま「 もの」を大切にする運動

「ムグ」をなくする運動が展開さ

この運動の一環として次の要領

で作品を事業tて ιヽますこ  1
(募集内容〉 1

□標語  もの を大切にすること、
浪費 をいましめること、及びもの

の有効活用等 をうったえるもの。

1人 2点以内で15字 ～17字 てい

どで官製はがきを使用のこと。

ロ ポスター テーマは標語 に同
じで、3鮮ンx54享 ン (4つ折)三色
以内。         ″

□生活体験文・ 論文  日常生活
の中で、もの を大切 にすることに

つながる工夫、アイデア、実際に

経験 したことがら:又は一般家庭、
事業所、行政等のとるべ き措置等

について具体的提案、主張。

1人 1編、 4∞字詰原稿用紙 6

枚以内。

□送 り先  「 もの を大切にす る
県民運動推進 会議事務局」 青森
市長島 1の 1の 1 県庁消費流通

.

課内。
・
        :
□じめ切り 昭和53年 1月 20f‐

□表彰 各部門最優秀賞 1点、.

優秀賞 2点 、佳作若干 とし、「 も
の を大切 にする県民大会」 におい

て表彰する。

□発表 昭和53年 2月 上旬ゞ本

□年末年始の役場の執務

ご用納めは28日 です
今年も残すところあと10日 .年
の瀬はなにかとあわただしいもの、

印鑑証明や戸籍謄・抄本の請求や

ご用の方は早目においでくださ

午前中です。

新年は 1月 4日 が「 ご用はじめ」
ですから、事務が開始されるのは

5日 からになります:
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七

割

は

国
保
が
負
担

一
般
に
は
七
〇
歳
以
上
の
老
人

の
医
療
費
は
無
料
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
こ
そ
全
額
、
国
が
負
担
す
る

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
こ
れ
は
間
違

っ
て
い
ま

国
保
は
七
割
給
付
で
す
か
ら
、

皆
さ
ん
は
医
療
費
の
う
ち
三
割
分

だ
け
を
病
院
の
窓
日
で
払

い
、
あ

と
の
七
割
は
国
保

（村
）
で
払

い

ま
す
。
老
人
医
療
費
支
給
制
度
が

で
き
て
，
そ
の
三
割
分
も
払
わ
な

そ
の
意
味
で
は
た
し
か
に
無
料
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
制
度
が
現
在
あ

る
医
療
保
険
制
度
を
も
と
に
し
て

い
く
全
額
国
の
負
担
で
な
い
た
め
、

七
割
分
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て

国
保
で
め
ん
ど
う
を
み
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
国
保
で
支
払
う
と

い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
保
険
税

で
ま
か
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

つ
ま
り
、
無
料
の
最
後
の
ツ
ケ

本
村
の
保
険
税
は
五
十

一
年
度

世
帯
当
り
で
は
大
間
町

・
西
日
屋

村
・
佐
井
村
に
つ
い
で
県
下
で
四

番
目
に
安
く
な

っ
て
い
ま
す
。
南

郡
田
舎
館
村
が
九
万

一
千
円
で
県

下
最
高
で
あ
る
の
に
く
ら
べ
て
、

本
村
は
四
万
五
千
円
で
半
分
以
下

と
い
う
低
さ
で
す
。

隣
接
町
村
と
く
ら
べ
て
も
、　
一

人
当
り
医
療
費
で
は
あ
ま
り
差
が

な
い
の
に
、
保
険
税
だ
け
は
安
く

不
足
分
を
村
で
は

一
般
会
計
の
方

か
ら
保
険
会
計
の
方
に
つ
ぎ
こ
ん

で
、
税
の
軽
減
を
は
か
っ
て
き
ま

し
た
。
五
十

一
年
度
で
は
こ
の
額

は
世
帯
当
り
に
し
て

一
万
円
近
く

に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
分
だ
け
他
の
事

業
の
方
に
し
わ
よ
せ
が
い
く
わ
け

で
す
か
ら
、
ど

っ
ち
が
村
民
の
幸

せ
に
つ
な
が
る
の
か
微
妙
な
と
こ

ろ
で
す
。

勝
癬
に
，は
保
険
Ｅ
を
―

Ｏ
健
康
保
険
置
は
医
療
費

の
七
割
分
を
国
保
で
立

替
え
て
払
う
た
め
の
大

一
利
】
凛
‥こ 書
】
け
ゲ
け
‐ま
，
医

か
な
ら
ず
持
参
し
ま
し

〇
七
〇
歳
以
上
の
お
年
寄

¨
り
は

「健
康
保
険
証
」

と

「老
人
医
療
費
受
給

吾
置
」
の
両
方
を
忘
れ

ず
に
“

「老
人
医
療
」
は
本
当
に
無
料
か
…

「タ
ダ
よ
り
高
い
も
の
は
な
い
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
老
人

医
療
費
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
に
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思 ―

〓
寸
１

は
自
分
に
回

っ
て
く
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
な

っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ふ
だ
ん
は
健
康
に
　
　
　
こ
の
た
め
、
国
で
は
老
人
の
医

注
意
し
て
医
療
費
を
節
約
し
、
い
　
　
療
制
度
を
別
建
て
に
し
た
ら
ど
う

ざ
病
気
に
な
っ
た
時
は
、
少
な
い
　
　
か
等
、
検
討
が
す
す
め
ら
れ
て
い

負
担
で
す
む
健
康
保
険
制
度
を
利
　
　
ま
す
。

用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

四
十
八
年
の
一
月
か
ら
七
〇
歳

以
上
の
老
人
の
医
療
費
が
無
料
に

な
っ
て
い
ら
い
、
急
激
に
老
人
の

医
療
費
が
増
え
て
い
ま
す
。
五
十

一
年
度
で
は
人
口
で
七
％
に
ｔ
か

あ
た
ら
な
い
七
〇
歳
以
上
の
老
人

が
医
療
費
で
は
四
倍
も
の
三
〇
％

近
く
も
使
っ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
国
保
は
農

・
漁
業
を

し
て
い
る
人
や
自
営
業
者
等
低
い

所
得
者
の
加
入
が
多
い
の
で
保
険

を
さ
さ
え
る
台
所
が
弱
く
、
こ
の

老
人
の
医
療
費
が
非
常
な
負
担
に

隣接町村との比較 (51年 度) 老人医療費が告も

多い高令者の医療費

依
然
多

い

老
人
の
医
療
費

本
村
の
保
険
税


